
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 (専)体育 科目 (学)レベルアップテニス A 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ステップアップ高校スポーツ （大修館書店） 

副教材等 現代高等保健体育 （大修館書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

体育の授業で行う内容から、より専門的な内容に取り組む。技術としてのレベルアップを目指し、

自己の能力やゲームの状況に応じた技能を習得するための計画的な練習の仕方や工夫を学習する。

ゲームにおいても、戦略や技術を学ぶことでレベルアップを目指す。自身の状態だけでなく、マナ

ー・周囲の安全にも注意を配り、仲間と協力しながら意欲的に運動に取り組む姿勢を身に着ける。

プリント学習と実技、毎時間「テニスノート」による振り返りを行う。また、授業内において学習

に関する筆記試験を行う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

ストローク、レシーブ、ボレー、サーブ等の基本練習において、各自の目標を十分理解・意識して

取り組むことで基本技術の向上に目指す。ゲームにおける戦略や技術を学び、より高度なゲームを

目指す。自身の状態だけでなく、マナー・周囲の安全にも注意を配り、仲間と協力しながら意欲的

に運動に取り組む姿勢を身に着ける。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

状況に応じたボール操作や安

定したラケットの操作と連携

した動きによって空間を作り

出すなどの攻防をする。勝敗

を競ったりチームや自己の課

題を解決したりするなどの 

多様な楽しさや喜びを味わ

い，技術などの名称や行い方，

体力の高め方，課題解決 の方

法，競技会の仕方などを理解

するとともに，作戦や状況に

応じた技能で仲間と 連携し

ゲームを展開すること。 

 

生涯にわたって運動を豊かに

継続するためのチームや自己

の課題を発見し，合理 的，計

画的な解決に向けて取り組み

方を工夫するとともに，自己や

チームの考えた ことを他者に

伝える。 

フェアプレイの精神や、一人

ひとりの違いに応じたプレイ

を大切にしようとすること、

互いに助け合い高め合おうと

する意識を持つなど、主体的

に取り組むこと。 

健康・安全を確保し、豊かな

スポーツライフの設計を目指

した運動やスポーツの効果的

な学習の仕方についての学習

に主体的に取り組むこと。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学
期 

個

人

技

能

を

高

め

る 

〈ルール・マナーの確認〉 

授業における心構えやテ

ニスのルール・マナーを学

ぶ。 

個々の目標設定。 

 

〈技術の理解と習得〉 

ストローク 

レシーブ 

ボレー 

サーブ 

スマッシュ  

ボールコントロールなどの 

基本技術。 

a:正確なボール操作や安定し

たラケットの操作と連携した

動きによってボールをコント

ロールすることができる。自

己の課題を解決するなどの 

多様な楽しさや喜びを味わ

い，技術などの名称や行い方，

体力の高め方，課題解決 の方

法などを理解することができ

る。 

 

b:生涯にわたって運動を豊か

に継続するための自己の課題

を発見し，合理的，計画的な

解決に向けて取り組み方を工

夫するとともに，自己の考え

た ことを他者に伝えること

ができる。 

 

c:フェアプレイの精神や、一

人ひとりの違いに応じたプレ

イを大切にしようとするこ

と、互いに助け合い高め合お

うとする意識を持つなど、主

体的に取り組むことができ

る。 

健康・安全を確保し、豊かな

スポーツライフの設計を目指

した運動やスポーツの効果的

な学習の仕方についての学習

に主体的に取り組むことがで

きる。 

 

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テ

スト 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

 

 

実技テ

スト 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テス

ト 

 

受講状

況の観

察 
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2

学
期 

ゲ
ー
ム
に
お
け
る
技
能
・戦
術
を
高
め
る 

〈個人技能の向上〉 

個人の技においてさらなる 

スキルアップを目指す。 

 

〈有効な練習メニューの考案〉 

個々の目標設定に応じた練

習メニューを考案、実践する。 

 

〈戦略・技術〉 

ゲームにおいて、相手や状況

に応じた作戦や攻を学び実

践する。 

a:状況に応じたボール操作や

安定したラケットの操作と連

携した動きによって空間を作

り出すなどの攻防をすること

ができる。勝敗を競ったりペ

アや自己の課題を解決したり

するなどの 多様な楽しさや

喜びを味わい，技術などの名

称や行い方，体力の高め方，

課題解決の方法などを理解す

るとともに，作戦や状況に応

じた技能で仲間と 連携しゲ

ームを展開することができ

る。 

 

b:生涯にわたって運動を豊か

に継続するためのチームやペ

ア、自己の課題を発見し，合

理的，計画的な解決に向けて

取り組み方を工夫するととも

に，自己やペアの考えた こと

を他者に伝えることができ

る。 

 

c:フェアプレイの精神や、一

人ひとりの違いに応じたプ

レイを大切にしようとする

こと、互いに助け合い高め合

おうとする意識を持つなど、

主体的に取り組むこと。 

健康・安全を確保し、豊かな

スポーツライフの設計を目

指した運動やスポーツの効

果的な学習の仕方について

の学習に主体的に取り組む

ことができる。 

 

  

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テ

スト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

 

 

実技テ

スト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テス

ト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 
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3

学
期 

仲
間
と
の
協
同
や
連
携
、
試
合
の
運
営
に
つ
い
て
知
識
を
高
め
る 

〈個人技能の向上〉 

個人の技においてさらなる 

スキルアップを目指す。 

 

〈有効な練習メニューの考案〉 

個々の目標設定やペアの実

態に応じた練習メニューを考

案、実践する。 

 

 

〈戦略・技術〉 

ペアで行うゲームにおいて、

相手や状況に応じた作戦や

攻を学び実践する。 

 

〈運営に関わる知識〉 

試合におけるルールや審判 

運営の仕方についての理解 

a:状況に応じたボール操作や

安定したラケットの操作と連

携した動きによって空間を作

り出すなどの攻防をすること

ができる。勝敗を競ったりペ

アやチーム、自己の課題を解

決したりするなどの多様な楽

しさや喜びを味わい，技術な

どの名称や行い方，体力の高

め方，課題解決の方法，競技

会の仕方などを理解するとと

もに，作戦や状況に応じた技

能で仲間と 連携しゲームを

展開すること。 

 

b: 生涯にわたって運動を豊

かに継続するためのチームや

自己の課題を発見し，合理 

的，計画的な解決に向けて取

り組み方を工夫するととも

に，自己やチームの考えた こ

とを他者に伝える。 

 

c: フェアプレイの精神や、

一人ひとりの違いに応じた

プレイを大切にしようとす

ることができる、互いに助け

合い高め合おうとする意識

を持つなど、主体的に取り組

むことができる。 

健康・安全を確保し、豊かな

スポーツライフの設計を目

指した運動やスポーツの効

果的な学習の仕方について

の学習に主体的に取り組む

ことができる。 

 

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テ

スト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

 

 

実技テ

スト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 

ワークシ

ート 

 

計測 

 

実技テス

ト 

 

ゲーム 

 

受講状

況の観

察 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


